
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「失敗と書いて成長と読む！」は、プロ野球の名選手であり、名監督でもあった野村克也氏の

言葉です。テスト生で入団した野村選手は、何度も挫折を味わいながら、三冠王やホームラン王

など、数々の賞を獲得しました。自らの数々の失敗の原因を分析し、次の成功につなげていった

結果が数々の栄光をもたらしました。 

 人にはそれぞれ個性があり、良さがあります。自分を信じて、失敗や苦しさを恐れず、自分に

与えられた課題に正面から向き合い、耐える力と強い心をもって、未来に大きく羽ばたいてほし

いと願っています。                      校 長  藤 井  朗 

 では、その卒業式の意味について考えてみます。卒業の「卒」には「終える」という意味があ

ります。「業」には「なすべきこと」という意味があります。つまり、「卒業」には「なすべきこ

とを成し遂げた」という意味が込められており、６年生に手渡す卒業証書には「小学校の全課

程を修了したことを証する」と書かれています。「中学校に行っても自分の力でたくましく生き

ていける」という証明書になります。 

しかし、中学校では、勉強は更に高度になり、部活動や友達との人間関係など、なかなか一

筋縄ではいかないようなことにぶつかってしまうこともあります。そんな６年生の皆さんに、

詩人である相田みつおさんの「人間だもの」の中の言葉の一節を紹介したいと思います。 

 今日３月１６日（木）は６年生の修了式でした。そして、

明日３月１７日（金）は卒業式です。６年生はこの１年間、

学校行事においても日頃の学校生活においても、常に葦高小

学校のリーダーとして、「前向き」に努力を重ね、下級生に対

して、言葉でなく、「実践、背中」を見せ続けてくれました。 
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「失敗と書いて、成長と読む」・・・たくましく生き抜く力を！ 
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 今日、修了式の前に、足高ほのぼの基金・記念品

贈呈式がありました。毎年、この時期に笹沖商店街

振興会様のご厚意を足高ほのぼの基金を通して、子

どもたちに文房具等の記念品をいただいています。

本当にありがたいことです。 


